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※営農に係る走行経費節減効果：１ｈａあたりの年間農作業時間 399時間/ha ⇒ 100時間/ha

※営農経費節減効果：１ｈａあたりの年間農作業時間 273時間/ha ⇒ 120時間/ha

(2)営農飲雑用水、農用地開発、ほ場整備、農業集落排水
　営農者が、施設の維持管理を輪番で行っているなど、適切に管理されている。

２)事業効果の発現状況

・農用地開発により、乗用機械の導入が可能な生産効率の高い樹園地が造成され、安定した生産
量が確保されるようになった。

　施設管理者である森町により、年２回程度の草刈りを実施するなど、適切に管理が行われてい
る。また、農村公園においては、自治会がグリーンバンクを活用し、四季折々の植栽を施すな
ど、地域住民による愛着ある管理が行われている。

・農道整備により、営農労力及び作業時間の削減が図られた。

・ほ場整備により、小規模分散農地が集約され、併せて道路及び用排水路を整備したことで、作
業効率が向上し営農時間が大幅に短縮した。

・営農飲雑用水の整備により、用水の安定供給が確保されるとともに、維持管理費の節減が図ら
れた。

＜農村の振興に関する効果＞

(1)用排水路、農道、農村公園、活性化施設

事業により整備された施設の管理状況

･土地改良事業の費用対効果分析マニュアルの改正による評価期間や費用分析手法の変更に伴い、
総費用・総便益額が増加した。

＜食料の安定供給の確保に関する効果＞
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受益面積

農業用排水　延長1,487m　　農道整備　延長2,201m　　ほ場整備　　面積3.8ha
農用地開発　面積7.8ha　　農業集落道　延長629m　　営農飲雑用水　6箇所
農業集落排水　延長275m　　農村公園　1箇所　他

実績

静岡県

番　号

森町

平成１５年度

21

事業名 中山間地域総合整備事業(一般型)

平成27年度公共事業事後評価調書
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　本地域は静岡県西部、清流太田川の最上流部に位置し、山村振興地域、特定農山村地域に指定されて
いる。豊かな自然と、谷地田や茶畑といった農村環境が楽しめる地域となっている。しかし、狭く入り
込んだ水田、茶園では収量も低く、農作業も人力に頼らざるを得ず、農業収入も低い状況であり、地域
の活力は失われつつある。このため、農業生産基盤及び生活環境基盤を整備し、お茶を中心とした地域
産業の振興を図ると伴に、自然環境や特産物などの特性を生かした都市住民との交流の促進を図る。

(

)

事業の効果等



別添様式

・太田川ダムが平成20年に完成し、ダム湖周辺整備により新たな観光拠点となっている。

･事業完了後に地域に新たな取組みが生まれ、活性化に繋がる等の多様な効果を発現したことか
ら、本地区の取組みを他の中山間地域へ反映させていく。

･事業実施を契機に、農業生産法人「天方農園」、農事組合法人「あじさいグループ」及び株式会
社「天方」、複合型体験施設「アクティ森」の農商工連携により、多様な取組みが展開され、地
域活性化が促進されている。

事業効果は十分に発現しており改善措置の必要はない。

・地域有志で天方・三倉地域のオープンハウス「ぷぶふの日」のイベントを開催し、多くの観光
客が訪れるようになってきている。

・農用地開発によって、茶園が造成（7.8ha）され、安定した経営基盤を得た農業者の生産意欲が
向上した。また、地域の生産茶（天方茶）の人気は都市圏で高く、需要に対する安定的な供給が
一層図れる体制となったことで、ブランド化の確立へ向けて着実に進んでいる。

（３）同種事業への反映等

（２）地域経済の動向

（２）今後の課題等

･新東名高速道路開通により、森町南部地域への交流人口が飛躍的に増加したことと比較し、森町
北部地域は増加していないため、南部に訪れる人を北部に誘客する仕組が必要とされる。

･生産者の高齢化が進行するなか、定住希望者へ空き家を斡旋など、受け入れ態勢の強化を図り、
生産技術及び文化の継承を促進する必要がある。

・平成27年3月には新東名高速道路遠州森町スマートICの開設により既存の中遠広域農道と直結
し、森町北部地域のアクセスが飛躍的に向上した。

社会経済情勢等の変化

事業実施による環境の変化

（１）評価結果

 対　応　方　針　（案）  

（１）地域社会の動向

・森町北部地域のお茶だけ（天方茶）でなく、野菜やコメ（森のコシヒカリ）など、寒暖の差を
生かした高品質な農産物のブランド化が図られるつつある。

・本事業地域は、狭い耕作道の拡幅、水はけの悪い排水路の改修、湿田の暗渠排水の施工、用水
路の設置、傾斜のきつい茶園の平坦化等が図られ、農産物の安定的な生産が図れるようになっ
た。このことで、農事組合法人「あじさいグループ」及び株式会社「天方」の生産販売意欲が向
上し、道の駅「アクティ森」と連携を図り、取扱い商品の増大（100種類以上）や販売経路の開
拓、年間約40回を超えるイベント開催等、多様な取組みを展開している。



中山間総合整備事業 天方三倉地区 位置

縮尺 １／６５，００



●事業概要

＜農業用排水工＞
事業実施前 事業実施後

中山間総合整備事業天方三倉地区　事業効果



●事業効果の発現状況 ＜食料の安定供給の確保に関する効果＞ ＜農用地開発＞

事業実施前 事業実施後

●事業実施による環境の変化

＜農道整備＞

●事業効果の発現状況 ＜農村の振興に関する効果＞ ＜営農飲雑用水＞

茶畑7.8haに造成
現況山林

農用地開発により、乗用機械が導入可
能な生産効率の高い樹園地が造成さ
れ、安定した経営基盤を確保。

・自園自製の茶生産組織が設立
・都市圏への天方茶の供給が安定

・ブランドの確立

・営農飲雑用水の整備により、用水の確保が容易となり、農機具・農作物の洗浄用水
等に係る経費が節減された。

・農道整備により１haあたりの年間作業時間が399時間から100時間に節減された。



●事業実施による環境の変化

●事業実施による環境の変化 ●社会経済情勢等の変化

アクティ森にて開設した直売所

森のコシヒカリ

100種類を超える商品開発

株 式 会 社

「天方」
農事組合法人

「あじさいグループ」

地域の拠点施設 アクティ森

三愛会議（意味：３組織の愛が集まった会議）

毎月第4月曜日の午前 開催

商品開発・イベント計画・魅力発信

農業基盤が整備されたことにより

未舗装で幅員が狭く通行に支障 拡幅､舗装され農業用資材等の輸送が容易に

～地域の安定した農産物生産力に支えられ～

たけのこ

たまねぎ


